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家族で過ごすかけがえのない日常に感謝
　現在、私は育児休業を１年間取得しており、妻とともに育児に全
力投球しています。よく耳にする「育児に休みはない」という言葉は
まさにその通りで、気づけばあっという間に夜という日々を過ごし
ています。育児をしていく中で、色々大変なことはありますが、夫婦
二人三脚で支え合うことができ、本当によかったと強く思っていま
す。大変な育児ではありますが、我が子の笑顔には日々心からの幸
せをもらっており、娘の小さな成長を発見するたびに、カメラを片
手に夫婦で大騒ぎしています。
　乳幼児期という貴重な時期に家族で多くの時間を共有し、我が
子の成長を日々間近で見届けることができ、私だけでなく家族に
とってもかけがえのない財産となっています。
　国税庁では、仕事のことだけではなく、家庭の状況などについて
相談をする機会があります。私も育児休業制度を利用するにあた
り、早期の段階で家庭の状況について相談に乗ってもらいました。
そして、私の出向先であった内閣府・内閣官房の上司や同僚の方々

一日のスケジュール

育児休業中

の理解や協力もいただき、育児休業の際には温かく見送ってもら
いました。
　国税庁に入るとやりがいがある仕事を若いうちから多く任せて
もらえるため、私も育児休業前は夜遅くまで仕事に打ち込むことも
ありました。
　しかし、仕事は家族の支えなしには成り立ちませんし、友人と過
ごす時間や趣味など、プライベートでの豊かな人生経験があって
こそ、仕事の質も高まるものと感じています。
　この１年間の育児経験を仕事に活かすことができる日をとても
楽しみにしています。

働き方で工夫している点など

現在の状況
　私は長女の出産・育児休業を経て、昨年4月から復帰し、現在、
二国間の二重課税を解消することを目的とした相互協議を担当す
る部署に配属され、部署全体の管理業務のほか、相互協議に関す
る国際会議に対応する業務を担当しています。仕事と子育ての両
立を目指し始めて一年目で、手探りの状況でもある中、職場の理解
と家族の協力のもと日々乗り越えています。コロナ禍を契機とし
て、テレワークに係る職場環境の整備が大きく進み、テレワークや
フレックスタイムの利用が子育てなどの事情がない職員にも一般
的な制度となったことにより、このような制度の利用が従来以上
に行いやすくなったことは大きな変化であり、助けられています。

　働き方について出産前と異なる点は、残業に制約があることで
す。このため、業務を効率的に行い周囲の負担を少なくするべく、
仕事の優先順位を意識する、事務を抱えないようにする、スケ
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帰宅。
妻は晩御飯、

私は離乳食の調理

夕食 子供の入浴と
就寝準備

絵本の読み聞かせなど
をして寝かしつけ

（すぐに寝る日もあれば、
全く寝ない日も）

子供部屋の片付け、
洗濯などの家事
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利用した制度
　妻の出産前後で配偶者出産休暇（2日）、産後に育児参加の
ための休暇（5日）を取得し、その後現在まで育児休業制度を
利用しています。

利用した制度
産前産後休暇、育児休業、テレワークなど

ジュールを共有する等（子育て中であるかどうかに関係なく行うべ
き）当たり前なことを行っていますが、日々改善を試みているとこ
ろです。
　また、従前以上に仕事に対する家族の理解が必要になります。
わが家の場合、夫に保育園の迎えを担当してもらうなど、夫の働き
方も変わっています。また、夫に子供のお世話をお願いしつつ、夜
間の国際会議にオンラインで参加することもあります。
　このように、周囲の理解と協力のもと、やりがいのある仕事を任
せていただいているのはありがたい限りです。高い目標になります
が、組織における業務の効率化に今後貢献していきたいと考えて
います。

特
集

p33-p34


